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以上のとおり、訂正をお願いいたします。 
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⑵Ｘ’軸に関するＡ１部分、Ａ２部分の断面二次モーメントを求めて合計する
ⅰ Ｘ’軸に関するＡ１部分の断面二次
モーメント
Ｘ’軸からＡ１部分の図心までの距離
y０は２a なので、公式により

Ｉx＝ b×h3

12 ＋（bh×y０2）

＝２a×（６a）3

12 ＋〔（12a2×（２a）2〕

＝ 36a4＋48a4＝84a4

ⅱ Ｘ’軸に関するＡ２部分の断面二次
モーメント
Ｘ’軸からＡ２部分の図心までの距離
y０は２a なので、公式により

Ｉx＝ b×h3

12 ＋（bh×y０2）

＝６a×（２a）3

12 ＋〔（12a2×（２a）2〕

＝４a4＋48a4＝52a4

ⅲ  ⅰとⅱを合計する
84a4＋52a4＝136a4

③　長方形断面以外の断面二次モーメント
　長方形断面以外の断面二次モーメントは、いくつかの長方形断面に分割し
て、それぞれの断面二次モーメントの和または差として求めることができる。
　そのとき、分割したそれぞれの長方形断面の図心がＸ軸上にあるように分割
すると、それぞれの断面二次モーメントの足し引きで求めることができる。

【例題】
図のような断面のＸ軸に関する断面二次モーメ
ントを求める。
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【例題】
図のような断面のＸ軸に関する断面係数を求め
る。
まずＸ軸に関する断面二次モーメントＩxを求

め、次にＺx＝Ｉx
y の公式において、y＝３aと

して断面係数Ｚxを計算する。

Ｉx＝５a×（６a）3
12 －２×２a×（４a）3

12

＝ a4
12（５×６×６×６－２×２×４×４×４）

＝ a4
12（５×６×６×６－２×２×４×４×４）

＝ a4
３（270－64）＝

206
３ a4

∴Ｚx＝Ｉx
３a＝

206a3
９

4 断面二次半径（ i ）
　断面二次半径は、細長い圧縮部材の許容圧縮応力度を求めるために使用し、
断面二次半径が大きいほど太く座屈しにくいため、許容圧縮応力度は大きくな
る。
　断面二次半径は、断面積Ａと図心軸についての断面二次モーメントＩによ
り、次のように求める。

長方形断面以外の断面二次モーメントは、分割した断面二次モーメン
トの足し引きで求めることができるが、断面係数は足し引きできない
ので注意すること。
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